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(57)【要約】
【課題】健康状態を容易に確認できる携帯通信機器を提
供する。
【解決手段】携帯通信機器は、利用者の人体から発せら
れる生体情報を測定する生体情報測定手段と、複数種類
の発光状態で発光することが可能な発光素子と、前記生
体情報測定手段により測定された前記生体情報に基づく
、前記利用者の健康状態に応じた発光状態で前記発光素
子を発光させる制御手段と、を有する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者の人体から発せられる生体情報を測定する生体情報測定手段と、
　複数種類の発光状態で発光することが可能な発光素子と、
　前記生体情報測定手段により測定された前記生体情報に基づく、前記利用者の健康状態
に応じた発光状態で前記発光素子を発光させる制御手段と、
　を有する携帯通信機器。
【請求項２】
　前記複数の発光状態は、点灯の有無と、点灯および消灯のタイミングと、発光色との少
なくともいずれか１つによって区別される、請求項１に記載の携帯通信機器。
【請求項３】
　前記携帯通信機器は形状を変化させることが可能な構造であり、前記発光素子は複数あ
り、該複数の発光素子のそれぞれが前記携帯通信機器の各形状にて視認することができる
位置に配設されており、
　前記制御手段は、前記携帯通信機器の形状に応じて、該形状において視認することがで
きる位置の発光素子を前記健康状態に応じて発光させる、請求項２に記載の携帯通信機器
。
【請求項４】
　利用者の操作に応じて、前記生体情報測定手段により測定された前記生体情報を表示す
る表示手段を更に有する、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の携帯通信機器。
【請求項５】
　前記生体情報測定手段により測定された複数の前記生体情報と、それぞれの生体情報の
測定日時とを記憶する記憶手段を更に有し、
　前記表示手段は、利用者の操作に応じて前記記憶手段から前記生体情報ごとに前記測定
日時を更に読み出し、該生体情報及び該測定日時を表示する、請求項４に記載の携帯通信
機器。
【請求項６】
　前記生体情報は、体温、脈拍、及び体脂肪のうち、いずれか１以上を含む情報である、
請求項１乃至５のいずれか１項に記載の携帯通信機器。
【請求項７】
　前記生体情報測定手段により測定された前記生体情報を送信する送信手段を更に有する
、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の携帯通信機器。
【請求項８】
　生体情報測定手段が、利用者の人体から発せられる生体情報を測定し、
　制御手段が、前記生体情報測定手段により測定された前記生体情報に基づく、前記利用
者の健康状態に応じた発光状態で発光素子を発光させる、携帯通信機器の制御方法。
【請求項９】
　コンピュータに、
　利用者の人体から発せられる生体情報を測定する生体情報測定手順、及び
　前記生体情報測定手順で測定された前記生体情報に基づく、前記利用者の健康状態に応
じた発光状態で発光素子を発光させる、制御手順、
　を実行させるためのプログラム。
【請求項１０】
　複数種類の発光状態で発光することが可能な発光素子を有し、利用者の人体から発せら
れる生体情報を測定し、生体情報に基づく、前記利用者の健康状態に応じた発光状態で該
発光素子を発光させ、該生体情報と、該生体情報の測定日時とをサーバへ送信し、利用者
の操作に応じて該サーバに生体情報の履歴の送信を要求し、該サーバから該履歴を受信し
、該履歴を表示する携帯通信端末と、
　前記通信端末により送信された前記生体情報と前記測定日時とに基づいて、該生体情報
の履歴を作成し、該携帯通信端末の要求に応じて該履歴を該携帯通信端末へ送信するサー
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バと、
　を有する通信システム。
【請求項１１】
　複数種類の発光状態で発光することが可能な発光素子を有する携帯通信端末が、利用者
の人体から発せられる生体情報を測定し、
　前記携帯通信端末が、前記生体情報に基づく、前記利用者の健康状態に応じた発光状態
で前記発光素子を発光させ、
　前記携帯通信端末が、前記生体情報と、該生体情報の測定日時とをサーバへ送信し、
　前記サーバが、前記通信端末により送信された前記生体情報と前記測定日時とに基づい
て、該生体情報の履歴を作成し、
　前記携帯通信機器が、利用者の操作に応じて前記サーバに前記履歴の送信を要求し、
　前記サーバが、前記携帯通信端末の要求に応じて前記履歴を該携帯通信端末へ送信し、
　前記携帯通信端末が、前記サーバから前記履歴を受信し、
　前記携帯通信端末が、前記履歴を表示する、通信システムの制御方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、小型電子機器を使用して健康管理を容易にする技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、健康管理に対する人々の関心が高まりつつあり、この傾向に沿って、自分の健康
状態を手軽にチェックできる各種の機器が開発されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１に記載されたモバイル機器は、人間の体から発せられた人体の状態
を示す生体信号を検出するモジュールを備え、このモジュールで検出した生体信号を逐次
計測し、蓄積していく。そして、このモバイル機器は、利用者の操作に従って所定のアプ
リケーションを起動し、蓄積しておいた生体信号の示す内容をグラフや数値にして表示す
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－３０５５８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載されたモバイル機器では、利用者が健康状態を確認すること
が容易ではなかった。
【０００６】
　特許文献１に記載されたモバイル機器は、利用者がモバイル機器を操作してアプリケー
ションを起動し、グラフや数値を表示させなければならなかった。つまり、利用者が自ら
進んで健康状態を確認しようと思わなければ、健康状態を確認することができなかった。
【０００７】
　本発明は、健康状態を容易に確認できる携帯通信機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の携帯通信機器は、利用者の人体から発せられる生
体情報を測定する生体情報測定手段と、複数種類の発光状態で発光することが可能な発光
素子と、前記生体情報測定手段により測定された前記生体情報に基づく、前記利用者の健
康状態に応じた発光状態で前記発光素子を発光させる制御手段と、を有する。
【０００９】
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　本発明の携帯通信機器の制御方法は、生体情報測定手段が、利用者の人体から発せられ
る生体情報を測定し、制御手段が、前記生体情報測定手段により測定された前記生体情報
に基づく、前記利用者の健康状態に応じた発光状態で発光素子を発光させる、携帯通信機
器の制御方法である。
【００１０】
　本発明のプログラムは、コンピュータに、利用者の人体から発せられる生体情報を測定
する生体情報測定手順、及び前記生体情報測定手順で測定された前記生体情報に基づく、
前記利用者の健康状態に応じた発光状態で発光素子を発光させる、制御手順、を実行させ
るためのプログラムである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、携帯通信機器は、生体情報に基づく利用者の健康状態に応じた発光状
態で発光素子を発光させるので、所定の操作を行ってグラフ等を表示させる必要がなくな
り、利用者は健康状態を容易に確認できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態の携帯通信端末の一構成例を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態の発光制御情報の示す内容をまとめた表である。
【図３】本発明の第１の実施形態の携帯通信端末の、開いた状態における外観図の一例で
ある。
【図４】本発明の第１の実施形態の携帯通信端末の、閉じた状態における外観図の一例で
ある。
【図５】本発明の第１の実施形態の携帯通信端末の動作の一例を示すフローチャートであ
る。
【図６】本発明の第１の実施形態の発光制御処理を示すフローチャートである。
【図７】本発明の第１の実施形態の携帯通信端末の発光した状態の一例である。
【図８】本発明の第１の実施形態の携帯通信端末の発光した状態の一例である。
【図９】（ａ）本発明の変形例の携帯通信端末の発光した状態の一例である。（ｂ）本発
明の変形例の携帯通信端末の発光した状態の一例である。
【図１０】本発明の第２の実施形態の携帯通信端末の一構成例を示すブロック図である。
【図１１】本発明の第２の実施形態の携帯履歴情報の示す内容をまとめた表である。
【図１２】本発明の第２の実施形態の携帯通信端末における、携帯履歴を表示した画面の
一例である。
【図１３】本発明の第３の実施形態の通信システムの一構成例を示す全体図である。
【図１４】本発明の第３の実施形態の通信システムの動作の一例を示すシーケンス図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００１４】
　図１は、本実施形態の携帯通信端末１０の構成を示すブロック図である。携帯通信端末
１０は、携帯可能なサイズの通信機器である、本実施形態では、携帯通信端末１０は、折
り畳み式の携帯電話機である。携帯通信端末１０が備える通信機能としては、通話機能、
メール送受信機能、インターネット接続機能などがある。また、携帯通信端末１０は、通
信機能のほか、１セグメント放送受信機能など、他の機能を備えることも可能である。
【００１５】
　図１を参照すると、携帯通信端末１０は、計測部１０１、制御部１０２、発光素子群１
０３、無線通信部１０４、操作部１０５、および表示部１０６を有する。
【００１６】
　計測部１０１は、利用者の生体情報を計測する。例えば、計測部１０１は、１以上のセ
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ンサを有し、これらのセンサの測定値を示す情報を生体情報として取得する。センサには
、体温を計測する温度センサ、脈拍数を計測する脈拍センサ、体脂肪を計測する体脂肪セ
ンサなどがある。
【００１７】
　制御部１０２は、プログラムや、そのプログラムを実行するＣＰＵ（不図示）などを有
し、携帯通信端末１０全体を制御する。本実施形態では、制御部１０２は、メモリ等（不
図示）に発光制御情報を記憶する。発光制御情報は、生体情報と、発光素子群１０３の発
光制御方法とを対応付けて設定した情報である。
【００１８】
　制御部１０２は、電源が投入されたとき、または生体情報測定用のアプリケーションが
実行されたときに計測部１０１から生体情報を受け取る。続いて、制御部１０２は、生体
情報に対応する発光制御方法を発光制御情報から読み出し、発光素子の点灯数、点灯位置
、点灯パターン、発光色などを制御する。
【００１９】
　また、制御部１０２は、操作部１０５が利用者に操作されたとき、または携帯情報端末
１０が開閉されたとき、操作内容や開閉状態に応じて、発光素子群１０３、無線通信部１
０４および表示部１０６を制御する。
【００２０】
　発光素子群１０３は、複数のＬＥＤ（Light Emitting Diode）等の発光素子から構成さ
れ、それぞれの発光素子は、制御部１０２の制御に従って発光する。
【００２１】
　無線通信部１０４は、制御部１０２の制御に従って基地局と無線通信し、基地局を介し
て他の装置と通信する。操作部１０５は、キーやボタンなどにより構成され、利用者によ
り操作されたとき、操作内容を示す情報を制御部１０２へ送信する。
【００２２】
　表示部１０６は、制御部１０２の制御に従って、所定の情報を表示する。本実施形態で
は、携帯通信端末１０が開かれたとき、表示部１０６は、制御部１０２の制御に従って、
計測部１０１により計測された生体情報を表示する。
【００２３】
　発光制御情報の示す内容について説明する。図２は、発光制御情報の示す内容をまとめ
た表である。同図を参照すると、発光制御情報は、「計測項目」、「計測値」、「発光パ
ターン」、および「発光色」を示す情報を含む。
【００２４】
　「計測項目」は、計測部１０１により計測される計測値の種類である。「計測値」は、
計測部１０１により計測された値である。「発光パターン」は、発光素子群１０３に含ま
れる各発光素子の点滅パターンである。「発光色」は、発光素子群１０３に含まれる各発
光素子の発光色である。
【００２５】
　発光パターンや発光色は、生体情報に基づく利用者の健康状態を示すように設定される
。例えば、ここで、体温の測定値に応じて発光パターンおよび発光色がどのように設定さ
れるかを、図２を参照して説明する。図２の表には、体温の測定値に応じて発光制御する
ための設定内容が記述されている。図２に示すように、表の「計測項目」の欄に「体温」
が記述されている。また、「計測値」の欄には、「～３６度」、「３６度～３７度」、「
３７度～３８度」、「３９度～４０度」が記述されている。図２に示すように、「発光パ
ターン」は、利用者の体温が高いほど、点滅周期が小さくなるように設定されている。「
発光色」は、「～３６度」および「３６度～３７度」の計測値に対応して「黄色」が設定
され、「３７度～３８度」の計測値に対応して「オレンジ色」が設定され、「３９度～４
０度」の計測値に対応して「赤色」が設定されている。
【００２６】
　携帯通信端末１０の外観について説明する。図３は、開いた状態の携帯通信端末１０の
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外形図の一例である。同図を参照すると、携帯通信端末１０は、上部筐体１１１、および
下部筐体１１２からなる。上部筐体１１１と下部筐体１１２とは、ヒンジで接続されてい
る。利用者は、上部筐体１１１および下部筐体１１２のうちいずれか一方の筺体を保持し
、ヒンジを軸にして他方の筺体を回転させることで、これら２つの筺体を重ねて折り畳ん
だり、折り畳まれた状態から開いたりすることが可能である。
【００２７】
　上部筐体１１１の一面には、ディスプレイ１１１１が設けられている。ディスプレイ１
１１１は、制御部１０２の制御に従って、所定の情報を表示する。
【００２８】
　下部筐体１１２には、キー１１２１等のキーやボタンが設けられており、それらのキー
やボタンは、ＬＥＤ１１２２などの１以上の発光素子を内蔵する。ＬＥＤ１１２２は、制
御部１０２の制御に従って、キーやボタンを内部から照光する。
【００２９】
　図４は、閉じた状態の携帯通信端末１０の外形図の一例である。同図に示すように、上
部筐体１１１には、センサ１１１２と、ＬＥＤ１１１３などの１以上の発光素子とが設け
られている。センサ１１１２は、体温、脈拍、体脂肪などを計測する。
【００３０】
　図４におけるセンサ１１１２が、図１における計測部１０１に相当する。図３、４にお
けるＬＥＤ１１２２、ＬＥＤ１１１３などが、図１における発光素子群１０３に相当する
。図３におけるキー１１２１などが、図１における操作部１０５に相当する。図３におけ
るディスプレイ１１１１が、図１における表示部１０６に相当する。
【００３１】
　携帯通信端末１０の動作について説明する。図５は、携帯通信端末１０の動作を示すフ
ローチャートである。この動作は、携帯通信端末１０の電源が投入されたとき、または、
生体情報測定用のアプリケーションが実行されたときに開始する。このアプリケーション
を実行させる旨の指示が入力されると、制御部１０２は、計測部１０１に測定の指示を出
し、指示にしたがって計測部１０１は生体情報を測定する（ステップＳ１）。制御部１０
２は、計測部１０１から生体情報を受け取ると、発光制御情報にしたがって発光制御処理
を実行する（ステップＳ２）。続いて、制御部１０２は、携帯通信端末１０が開状態であ
るか否かを判断する（ステップＳ３）。開状態であれば（ステップＳ３：ＹＥＳ）、制御
部１０２は、生体情報の表示を表示部１０６に指示する。表示部１０６は、制御部１０２
の制御に従って、生体情報の示す内容を表示する（ステップＳ４）。
【００３２】
　携帯通信端末１０が閉状態である場合（ステップＳ３：ＮＯ）、またはステップＳ４の
後、携帯通信端末１０は、動作を終了する。
【００３３】
　図６は、図５に示したステップＳ２の発光制御処理を示すフローチャートである。同図
を参照すると、制御部１０２は、生体情報に基づく利用者の健康状態に応じて、発光素子
の発光パターン、発光色を決定する（ステップＳ２１）。制御部１０２は、携帯通信端末
１０が開状態であるか否かを判断する（ステップＳ２２）。
【００３４】
　開状態であれば（ステップＳ２２：ＹＥＳ）、制御部１０２は決定した発光パターンお
よび発光色で、図７に示すように、キーやボタンに内蔵されたＬＥＤを点灯させる。閉状
態であれば（ステップＳ２２：ＮＯ）、図８に示すように、制御部１０２は決定した発光
パターンおよび発光色で、上部筐体１１１に設けられたＬＥＤを点灯させる。ステップＳ
２３、Ｓ２４の後、制御部１０２は、発光制御処理を終了する。
【００３５】
　なお、本実施形態では、制御部１０２は、生体情報に基づいて、発光パターンと、発光
色とを制御する構成としている。しかし、制御部１０２は、発光パターン、発光色のほか
、発光させる発光素子の位置や数を制御する構成としてもよい。
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【００３６】
　例えば、図９（ａ）、（ｂ）に示すように、制御部１０２は、体温が高くなるにつれて
、発光させる発光素子の数を増加させる。図９（ａ）において、制御部１０２は、体温が
３６度以下であったので、９個の発光素子を点灯させており、図９（ｂ）において、制御
部１０２は、体温が３６度を超えていたので、１５個の発光素子を点灯させている。
【００３７】
　また、本実施形態では、携帯通信端末１０は、センサ１１１２の測定値のみに基づいて
、ＬＥＤを制御しているが、センサ１１１２の計測値と、他の情報とに基づいて、ＬＥＤ
を制御してもよい。
【００３８】
　例えば、携帯通信端末１０は、利用者の性別、年齢、体重、身長等の入力を受け付け、
これらの利用者の情報と、センサ１１１２の測定値とを照らし合わせて、ＬＥＤを制御す
る。体脂肪率などは、利用者の性別や体格によって、適正値が異なるが、性別等も考慮す
ることで、携帯通信端末１０は、より正確な判断ができる。
【００３９】
　本実施形態は、携帯通信端末を折り畳み式の携帯電話機としているが、発光素子を備え
ている携帯通信端末であれば、スライド式の携帯電話機であってもよいし、ストレート式
の携帯電話機であってもよい。
【００４０】
　折り畳み式や、スライド式など、形状が変化する携帯電話機の場合、形状の変化に応じ
て、利用者が視認できる位置の発光素子を点灯させる。例えば、スライド式の携帯電話機
の場合、制御部１０２は、スライド操作により、ボタンやキーが露出している状態の場合
に、ボタンやキー内蔵のＬＥＤを発光させる。
【００４１】
　本実施形態の携帯通信端末１０が本発明の携帯通信機器に相当する。本実施形態のＬＥ
Ｄ１１１３、１１２２などが本発明の発光素子に相当し、本実施形態の計測部１０１が、
本発明の生体情報測定手段に相当する。
【００４２】
　以上説明したように、本実施形態によれば、携帯通信機器は、生体情報に基づく利用者
の健康状態に応じた発光状態で発光素子を発光させるので、所定の操作を行ってグラフ等
を表示させる必要がなくなり、利用者は健康状態を容易に確認できる。
【００４３】
　（第２の実施形態）
　本発明の第２の実施形態について図１０～図１２を参照して説明する。本実施形態の携
帯通信端末１０ａは、計測結果の履歴を作成し、表示する点で第１の実施形態の携帯通信
端末１０と異なる。
【００４４】
　図１０は、携帯通信端末１０ａの一構成例を示すブロック図である。同図を参照すると
、携帯通信端末１０ａは、記憶部１０７を更に有する点で第１の実施形態の携帯通信端末
１０と異なる。
【００４５】
　制御部１０２は、生体情報から、計測結果の履歴を示す計測履歴情報を作成し、記憶部
１０７に格納する。
【００４６】
　そして、携帯通信端末１０ａが開状態になったとき、制御部１０２は、計測履歴情報を
記憶部１０７から読み出し、計測結果の履歴を表示部１０６に表示させる。計測履歴は、
表形式で表示してもよいし、グラフで表示してもよい。
【００４７】
　図１１は、計測履歴情報の示す内容の一例を示す表である。同図を参照すると、計測履
歴情報には、「計測項目」、「計測日時」、および「計測値」が記載される。
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【００４８】
　「計測項目」は、計測部１０１により計測された計測値の種類である。「計測日時」は
、計測部１０１により値が計測された日時である。「計測値」は、計測部１０１により計
測された値である。
【００４９】
　例えば、計測部１０１により体温が半日ごとに計測された場合、「計測項目」には、「
体温」が記載される。「計測日時」には、「１月１日午前」、「１月１日午後」、「１月
２日午前」などが記載され、「計測値」には、「３６．５度」、「３６．６度」、「３７
度」などが記載される。
【００５０】
　図１２は、ディスプレイ１１１１に表示される計測履歴の一例である。同図を参照する
と、計測履歴は、横軸を日時、縦軸を計測値とする棒グラフで表示されている。
【００５１】
　なお、携帯通信端末１０ａは、計測履歴を棒グラフで表示しているが、線グラフなど、
他のグラフで表示してもよいし、表形式で表示してもよい。
【００５２】
　以上説明したように本実施形態によれば、携帯通信端末１０ａは、計測結果の履歴を記
憶しておき、端末が開かれたときに表示するので、利用者は、過去の状態も含めて、健康
状態の経過を容易に把握できる。
【００５３】
　（第３の実施形態）
　本発明の第３の実施形態について図１３および図１４を参照して説明する。本実施形態
の携帯通信端末は、サーバが計測結果の履歴を受信して表示する点で第１の実施形態の携
帯通信端末と異なる。
【００５４】
　図１３は、本実施形態の通信システム１の一構成例を示す全体図である。同図を参照す
ると、通信システム１は、携帯通信端末１０ｂ、およびサーバ２０を有する。
【００５５】
　携帯通信端末１０ｂの構成は、計測情報をサーバ２０へ送信し、サーバ２０から計測履
歴情報を受信して表示する点以外は、第１の実施形態の携帯通信端末１０と同様の構成で
ある。
【００５６】
　サーバ２０は、無線通信部２０１および制御部２０２を有する。制御部２０２は、無線
通信部２０１を介して、携帯通信端末１０ｂから受信した計測情報に基づいて計測履歴情
報を作成し、記憶する。そして、制御部２０２は、携帯通信端末１０ｂの要求に応じて、
計測履歴情報を携帯通信端末１０ｂへ送信する。
【００５７】
　図１４は、本実施形態の通信システム１の動作の一例を示すシーケンス図である。同図
を参照すると、携帯通信端末１０ｂは、電源が投入されたとき、または生体情報測定用の
アプリケーションが実行されたとき、生体情報を測定する（ステップＳ１）。携帯通信端
末１０ｂは、発光制御処理を実行する（ステップＳ２）。携帯通信端末１０ｂは、携帯通
信端末１０が開状態であるか否かを判断する（ステップＳ３）。開状態であれば（ステッ
プＳ３：ＹＥＳ）、携帯通信端末１０ｂ、生体情報の示す内容を表示する（ステップＳ４
）。
【００５８】
　携帯通信端末１０ｂは、計測情報をサーバ２０へ送信する（ステップＳ５）。サーバ２
０は、計測情報に基づいて計測履歴情報を作成する（ステップＴ１）。
【００５９】
　携帯通信端末１０ｂは、利用者により所定の操作がなされたとき、サーバへ計測履歴情
報の送信を要求する（ステップＳ６）。サーバ２０は、要求に応じて、携帯通信端末１０
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【００６０】
　なお、本実施形態では、サーバ２０は、計測履歴情報を作成し、送信する機能のみを有
するが、計測履歴情報に基づいて、利用者に対し、健康管理のための各種のサービスを提
供する機能を更に有してもよい。
【００６１】
　例えば、サーバ２０は、計測履歴情報から、利用者の生活習慣を分析し、健康管理のた
めのアドバイスを携帯通信端末へ送信する。
【００６２】
　以上説明したように、本実施形態によれば、計測履歴情報をサーバが作成し、記憶して
おくので、携帯通信端末の負荷が軽減される。
【符号の説明】
【００６３】
　１　　通信システム
　１０、１０ａ、１０ｂ　　携帯通信端末
　２０　　サーバ
　１０１　　計測部
　１０２　　制御部
　１０３　　発光素子群
　１０４　　無線通信部
　１０５　　操作部
　１０６　　表示部
　１１１　　上部筐体
　１１２　　下部筐体
　２０１　　無線通信部
　２０２　　制御部
　１１１１　　ディスプレイ
　１１１２　　センサ
　１１１３　　ＬＥＤ
　１１２１　　キー
　１１２２　　ＬＥＤ
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